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第２回 岐阜市立女子短期大学将来構想委員会（令和５年８月２９日） 

 

三重短期大学について 

三重短期大学学長 村井 美代子 

 

 

1. 本学の概要 

（1）沿革 

年 度  法経科第１部 法経科第２部 家政科（平成３年度から生活科学科） 

1952（昭和 27）  １００名 ４０名 

1953（昭和 28）  １８０名 ６０名 

1967（昭和 42）   ９０名 

 

1969（昭和 44） 

 

６０名 

 

１５０名 

専攻分離（栄養士養成施設指定） 

 食物栄養学専攻  １００名 

 被服専攻       ５０名 

 

1973（昭和 48） 

コース制導入 

 法政コース 

 経商コース 

コース制導入 

 法政コース 

 経商コース 

食物栄養学専攻    ５０名 

 家政専攻     １００名 

  被服コース 

  食物コース 

1985（昭和 60） １００名   

1991（平成 3）   生活科学科（家政科から名称変更） 

 食物栄養学専攻   ５０名 

 生活科学専攻    １００名 

1997（平成 9）  法律コース 

 経商コース 

 行政コース 

法律コース 

経商コース 

行政コース 

生活科学専攻にコース制導入 

 生活システムコース 

 居住環境コース 

2002（平成 14）  コース制廃止  

2007（平成 19） コース制の改編 

 法律コース 

 経商コース 

 コース制の改編 

 生活福祉・心理コース 

 居住環境コース 

2021（令和 3）  定員を１００名

に変更 

長期履修学生制

度を開始 

食物栄養学科の設置 

食物栄養学科食物栄養学専攻（50名） 

生活科学科生活学専攻（100名） 

 生活福祉・心理コース 

 居住環境コース 

資料２-１ 
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（2）本学の構成（定員７００名・専任教員３０名） 

学 科 専 攻 コース 

法経科（第１部） 

（１００名） 

 法律コース 

経商コース 

食物栄養学科 

（５０名） 

食物栄養学専攻 

（５０名） 

 

生活科学科 

（１００名） 

生活科学専攻 

（１００名） 

生活福祉・心理コース 

居住環境コース 

法経科（第２部） 

（１００名） 

  

 

 

（3）卒業後の進路 

就職内定率 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

９７．３％ ９７．１％ ９８．９％ ９８．３％ 

 

 

過去３年間の進路状況 

 

建設業
製造業

電気・ガス・熱供

給・水道業、情報

通信業、運輸業・

郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業
不動産

取引・

賃貸・

管理

業、物

品賃貸

業

宿泊業・飲食

サービス業、生

活関連サービ

ス業・娯楽業

学校教育、そ

の他の教育・

学習支援業医療・福祉
複合サービス

業（農協など）

その他

公務員

編入学

専門学校進学

法律コース
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建設業

製造業
電気・ガス・熱供給・水

道業、情報通信業、運

輸業・郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産取引・賃貸・管

理業、物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス

業、生活関連サービ

ス業・娯楽業

学校教育、その他の

教育・学習支援業

医療・福祉

複合サービス業（農協

など）

その他

公務員

編入学

専門学校進学

経商コース

製造業

電気・ガス・熱供給・水

道業、情報通信業、運

輸業・郵便業

卸売業、小売

業

委託給食業等

学校教育、その他の

教育・学習支援業

医療・福祉

複合サービス業

（農協など）

その他
公務員

編入学

専門学校進学

食物栄養学科
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建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水

道業、情報通信業、運

輸業・郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産取引・賃貸・管

理業、物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス

業、生活関連サービ

ス業・娯楽業

学校教育、その他の

教育・学習支援業

医療・福祉

複合サービス業（農協

など）

その他

公務員

編入学

専門学校進学

福祉心理コース

建設業

製造業
電気・ガス・熱供給・水

道業、情報通信業、運

輸業・郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産取引・賃貸・管

理業、物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス

業、生活関連サービ

ス業・娯楽業

学校教育、その

他の教育・学習支

援業

医療・福祉

複合サービス業（農協

など）

その他

公務員

編入学

専門学校進学

居住環境コース
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☆四年制大学への編入学者数 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

国公立大学 ２４ ２６ ３８ ３０ ２０ 

私立大学 ２２ ３１ ２４ ３２ ２８ 

合 計 ４６ ５７ ６２ ６２ ４８ 

・指定校（私学）が５０校程度あります。 

・さらに指定校枠をいただけるよう、３学科から希望を募り、毎年複数の大学に依頼

文書を送っています。 

 

 

☆公務員試験合格者数 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

合 計 ２４ １０ １４ １７ １６ 

 

 

 

 

農業・林業・漁業
建設業

製造業
電気・ガス・熱供給・水

道業、情報通信業、運

輸業・郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産取引・賃貸・管

理業、物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス

業、生活関連サービス

業・娯楽業学校教育、その他の

教育・学習支援業

医療・福祉複合サービス

業（農協など）

その他

公務

員

編入学

専門学

校進学

法２
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2．男子学生について  

 ・直近の男子学生数の内訳は以下の表の通りです。 

・法経科に男子学生が多く、２部は卒業必要単位６４単位のうち３０単位まで昼間部に乗り

入れ可能、全学昼間部の学生は２０単位まで夜間に乗り入れ可能です。 

 ・卒業必修のゼミは、食栄以外ほぼすべて一定数の男子学生が所属し、児童虐待や夫婦

別姓、フェムテック、LGBTQなど様々な社会問題を学び卒論に取り組んでいます。 

 ・学生自治会や学祭委員会、生協学生委員会などの活動にも男子学生が多く参加してお

り、今年度の自治会と学祭委員会の代表者は男子学生です。 

 

☆入学生内訳 

令和３年度入学生（県内：２０１人、県外：１１２人、男子：約２７．８％） 

 市内 県内 県外 小計 うち男子 

法経科第１部 法律コース １２ ３３ １４ ５９ １９ 

法経科第１部 経商コース １２ ２１ １７ ５０ １４ 

法経科第１部 小計 ２４ ５４ ３１ １０９ ３３ 

法経科第２部 １０ １１ ３３ ５４ ３２ 

食物栄養学科 １１ １８ １３ ４２ ３ 

生活科学科 

生活福祉・心理コース 

１２ １９ １５ ４６ ４ 

生活科学科 

居住環境コース 

１０ ３２ ２０ ６２ １５ 

生活科学科 小計 ２２ ５１ ３５ １０８ １９ 

合   計 ６７ １３４ １１２ ３１３ ８７ 

 

令和４年度入学生（県内：１８３人、県外：１１６人、男子：約３０．８％） 

 市内 県内 県外 小計 うち男子 

法経科第１部 法律コース １４ ２８ １６ ５８ ２０ 

法経科第１部 経商コース ８ ２２ １５ ４５ １５ 

法経科第１部 小計 ２２ ５０ ３１ １０３ ３５ 

法経科第２部 ８ １６ ２３ ４７ ２９ 

食物栄養学科 １０ ２４ １８ ５２ ３ 

生活科学科 

生活福祉・心理コース 

６ １２ ２０ ３８ ６ 

生活科学科 

居住環境コース 

１２ ２３ ２４ ５９ １９ 

生活科学科 小計 １８ ３５ ４４ ９７ ２５ 

合   計 ５８ １２５ １１６ ２９９ ９２ 
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令和５年度入学生（県内：２０６人、県外１１１人：、男子：約３７％） 

 市内 県内 県外 小計 うち男子 

法経科第１部 法律コース １４ ２５ １１ ５０ １３ 

法経科第１部 経商コース １０ ３０ １２ ５２ １４ 

法経科第１部 小計 ２４ ５５ ２３ １０２ ２７ 

法経科第２部 １５ ２３ ３２ ７０ ４７ 

食物栄養学科 １１ １５ ２２ ４８ ４ 

生活科学科 

生活福祉・心理コース 

６ ２２ １４ ４２ １２ 

生活科学科 

居住環境コース 

１１ ２４ ２０ ５５ ２７ 

生活科学科 小計 １７ ４６ ３４ ９７ ３９ 

合   計 ６７ １３９ １１１ ３１７ １１７ 

 

☆令和４年と令和５年の３月卒業生進路（男子の編入学・一般就職・公務員おおよその人数） 

 一般就職 編入学 公務員 

令和４年３月卒業生 ２９ ２７ ４（国家２・地方２） 

令和５年３月卒業生 ２０ ２１ ２（地方２） 

 

☆法経科第２部長期履修学生数（男子） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

合計 ４（０） ４（４） １０（５） 

 

３．学科の特色 

  ・法経科第１部経商コース、食物栄養学科は、前半の入試（関連分野と推薦）で志

願者が多く、編入学志望者の多い生活科学科居住環境コースは、後半の入試（一

般と共通テスト利用）で志願者が多い傾向があります。 

 ・法経科第１部は、前半後半いずれの入試でも一定数の志願者があります。取得で

きる資格がない分、編入学、一般就職、公務員就職という卒業時の進路選択が柔

軟に行えることがその一因かと考えます。 

 ・法経科は半期４単位科目が多く、週に２回開講し計３０回講義があります。 

 

４．最近の取り組み 

（１）国家試験対策講座（受講料無料） 

  ・令和３年度から、卒業生および市民を対象に、管理栄養士国家試験対策講座と社会

福祉士国家試験対策講座を開講しています。（それぞれ３０名弱の受講者です。） 

  ・９月から１０月の夜間４日間、計８講座開講します。食栄と生活の専任教員が担当。 
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（２）小論文対策講座（受講料無料） 

  ・高大連携協定を結んでいる６つの高校の生徒を対象に、昨年度から実施しています。 

  ・法経科の教員が講義から添削指導まで１人で担当します。（次年度担当予定者が見学） 

  ・８月後半２日間（今年は８月２１日と２５日）、受講生は本学で講義を受講後、毎回小論

文を作成し、教員が添削して後日返却します。 

  ・定員１５名です。今年度は受付開始日午前中で定員に達し、若干定員を増やしました。 

  ・昨年度は男子生徒を含む受講生の多くが本学を受験し入学しました。 

 

（３）ふるさと津かがやき寄附（ふるさと納税） 

  ・ふるさと納税制度は、津市においては平成２０年度から開始していましたが、令和４年

４月から希望する使いみちとして、「三重短期大学への応援」を指定することが可能に

なりました。 

  ・令和４年度末で約１８０万円、令和５年度に入ってからも寄付金が集まっており、令和５

年６月末時点で２００万円を超える寄付額になっています。 

  ・今後財政当局と協議行い、令和６年度に学生のためのより良い学習環境整備に活用

予定です。 

 

（４）本年度現在まで（７月末）の広報活動 

   ・いずれも学長を含む専任教員３０名で担当しています（職員の同行はありません。） 

・秋に同規模で再度実施し、年明けに学長が連携校等を再再度訪問予定です。 

  ○高校訪問約７０校（当該高校からの入学生・卒業生の進路（希望）一覧を持参） 

  ○学外受験相談会（学外ガイダンス）２５回 

 

 
    津市立 三重短期大学 

       〒５１４－０１１２  

三重県津市一身田中野１５７ 

℡ ０５９－２３２－２３４１ 

https://www.tsu-cc.ac.jp 

M I E T A N
T S U  C I T Y  C O L L E G E


